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複雑性尿路感染症に対するsparfloxacin(SPFX)の 使用経 験

水谷修太郎 ・高野右嗣 ・亀岡 博 ・二好 進

岩尾典夫 ・東本順三 ・塩田憲三

大阪労災病院 泌尿 器科*

Sparfloxacin(SPFXう を20例 の複雑性尿路感染症に対 して,1日300mg ,5日 間,朝 夕食後

に分 けて内服投与 した。副作用の ため投与を中止 した1例 を除 いた19例 の うち,著 効7例,有 効

8例,無 効4例 を認め,79%の 総合有効率を認 めた。

細菌尿 に対 して は,陰 性化13例,菌 交代4例,不 変2例 であ った。副作用 は1例 に情緒不安定

が認め られたが,発 現6日 目には消失 した。 また,臨 床検査値 異常を呈 したのは,好 酸球増多1例

だけであ った。
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Sparfloxacinは 大 日本製薬(株)で開 発されたニ ューキ

ノロン系抗菌剤であ り,そ の特徴 は,(1)抗 菌域がグラム

陰性菌はもとよ り,肺 炎球 菌を含む グラム陽性 菌,ひ い

てはクラ ミジアや抗酸菌にまでお よぶ こと.(2)臓 器移行

性 と持続性の点で優れていること,(3)フ ェンブフェ ン,

テオフィ リン等との相互作 用が認め られない こと,な ら

びに(4)1日 投 与 回数 が 少 な くて も効 果 が 期 待 され

る日),な どの点を挙 げることがで きる。

我 々は最近,本 剤 の提供 をうけて,複 雑性尿路感染症

に投与 し,そ の効果 と安全性 について検討 したのでその

結果を報告する。

平成元年7月 か ら8月 までに,大 阪労 災病院泌尿器科

に受診 した複雑性尿路感染症患者に対 し,本 剤投与の同

意を得 られた20例 を対象 とした。その内訳は,男 子11

名,女 子9名 であ り,年 齢分布は37歳 か ら83歳 まで,

平均年齢 は58.3歳 であ った(Table1)。

投与方 法は,1日300mgを,5日 間連続 して,朝 夕

食後に分2経 口投与 した。 ただ し初回に限 って食後投与

の制限を しなか った。 本剤 を単独で投与 し,テ オフィ リ

ンもフェンプフェンも,ま たその他の薬剤 の併用 も避 け

た。尿中細菌の菌数 な らびに分離菌の同定 は当院の細菌

検査室で施行 し,MICの 測定 は東京 総合臨床検 査セ ン

ターに郵送 して,日 本化学療法学会標準法3)に 従 って実

施 した。

Sparfloxacinを 投与 した20例 の うち,情 緒不安定の

ために投与 を中止 した1例 を除 いて,残 り19例 につ い

て効果を検討 した。投 与前 に発熱を呈 した11例 は,全

例に体温 の正常化を認めてお り,下 部尿路の刺戟症状 を

訴えた8例 ではいずれ も自覚症状が消失 した。即ち主治

医が無効 と判定 した症例は1例 もなか った。

本剤 の効果をUTI薬 効評価基準第3版4)に 準 じて判

定 したところ,著 効7例,有 効8例 お よび無効4例 の成

績 を得 て,総 合有効 率は79%で あ った(Table2)。19

例 の膿尿に対する効果は,消 失が9例,改 善が3例,不

変が7例 であ り,他 方細菌尿 に対す る効果は,陰 性化が

13例,菌 交 代が4例,不 変が2例 であ った。 単独菌感

染 例 は第3群 と第4群 の各5例 ず つ,合 計10例 を数

え,全 例に有効であ った。 これ に対 して無効の4例 は全

て カテーテル留置中の複数菌感染症であ り,第5群 にお

ける総合有効率 は33%に とどまった(Table3)。

投 与 前 に検 出 され た 菌株 は33株 あ り,そ の うち31株

(94%)がsparfloxacinに よ っ て 消 失 し,残 存 した の

はStaphylococcus aureusの2株 の み で あ っ た

(Table4)。 交 代 して 出 現 した の は 合 計6株 を 数 え,

そ の うち5株 がGram-negative rodsで あ り,残 り1

株 のGram-positive cocciはS.aureusで あ った。 投

与 前 に 検 出 した 細 菌 に 対 す るsparfloxacinのMIC値

は,enoxacinやofloxacinの そ れ よ り も,大 部 分 の 菌

株 で 低 い 結 果 を 得 た 。 また,MIC50,MIC90で み るか

ぎ りsparfloxacinはofloxacinやenoxacinよ り も低

値 を示 して お り,ciprofloxacinと は遜 色 の な い抗 菌 力

を示 した(Table5)。

自覚 的 副 作 用 や 臨 床 検 査値 の 異常 変 動 に関 して,No.

16の 症 例 で は,投 与 後 の 好 酸 球 が ご くわ ず か に(12

%)上 昇 して,そ の 後1%に 低 下 して い る こ とか ら,

「関 係 が あ るか も しれ な い」 と考 え られ た が,投 与開 始

*〒591大 阪府堺市長曽根,町1179-3
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Table 1-1. Clinical summary of complicated UTI treated with sparfloxacin

CCP: chronic complicated pyclonephritis
CCC: chronic complicated cystitis

106cells/ml **methicillin-resistant Staphylococcus aureus
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Table 1-2, Clinical summary of complicated UTI treated with sparfloxacin

'10`cells/ml**methicillin -resistant Staphylococcus aureus

Table 2. Overall clinical efficacy of sparfloxacin in complicated UTI

時には7%で あ ったことか ら,他 に原因が あるか もしれ

ない。

他方,本 剤投与 中に異常 経過を呈 したNo.20の 症 例

で は,投 与開始 か ら2日 後 に感情の不安定 な状態が出現

したので,た だちに服薬を 中止 し,精 神科 にて抗精神薬

(ハ ロペ リ ドール)を 投与 した。 その結果,投 与 中止6

日後 に は症状 は消失 して寛 解 した。 これ までに 他 の

ニ ューキノロン剤 を投与 した既往はあるが,こ のよ うな

精神異常を含めて全 く副作用は認めてお らず,ま た本患

者 に精神神経的疾患の既往 もない。大沼 ら5)はofloxacin

投 与 によ り精神症 状が 発現 した1例 を報告 して お り,

ofloxacinに よ る 副作 用 の 可 能性 を示 唆 して い る。
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Table 3. Overall clinical efficacy of sparfloxacin classified by the type of infection

Table 4. Bacteriological response to sparfloxacin and strains* appearing

after sparfloxacin treatment

GPC: Gram-positive cocci

GNR Gram-negative rods
*regardless of bacterial count
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Table 5. Antibacterial activity of sparfloxacin, enoxacin, ciprofloxacin and ofloxacin

ニューキ ノロン剤 でこの ような副作用が発現す ることも

考え られ,本 症例 については精神科医はsparfloxacin

との関連性は不 明と判断 したが,本 剤 との関連 を完全に

は否 定で きなか ったので,一 応 副作用 と して取 り上げ

た。

今回我 々が検 討 した複雑性尿路感 染症 の19例 で は,

79%の 総合有効 率を示 した。全国集計結果6)で は総合有

効率が64%で あ り,我 々の成績 では全国集計 よ りもや

や高値を呈 した ことになる。 脊髄膀胱が6例.カ テーテ

ル留置中の患者が6例,混 合感染症が9例 など,難 治性

因子の複合 す る症例 が多 く含 まれて いるに もか かわ ら

ず,本 剤の効果が良 好で あ った ことは,MIC分 布が低

か ったためであ ると考え られる。 ことにグラム陰性菌が

100%消 失 した ことは特筆 に価す る。

しか し,投 与 前 に検 出 したS.aureusの2株 が と も

に残 存 した ことは,今 後本剤 の投与 に際 して留意すべ き

であろう。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH SPARFLOXACIN (SPFX) IN

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

Shutaro Mizutani, Yuji Takano, Hiroshi Kameoka, Susumu Miyoshi,
Norio Iwao, Junzo Higashimoto and Kenzo Shiota

Department of Urology, Osaka Rosai Hospital

1179-3 Nagasone-cho, Sakai-shi, Osaka 591, Japan

Twenty patients with complicated urinary tract infection were given sparfloxacin (150mg) twice
a day orally for 5 days. Clinical effect was excellent in 7 cases, moderate in 8 and poor in 4,
The overall efficacy rate was 79%.

As to side effects, emotional lability was observed in one case and as an abnormal laboratory
finding, a slight increase in eosinophil was noted in another case.


